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「あたりまえ」 に 感謝して・・・ 

本日、２学期の終業式を無事に迎えることができました。 

まだまだ油断することができないコロナ禍の中ではありますが、それぞれの学年で様々な学習や行事

に取り組むことができました。２学期は、オンライン学習から始まり、運動会、社会見学、自然教室、持

久走記録会、修学旅行、地域の方々にお世話になったサツマイモの収穫や出前授業など…これらの学習

活動を通して、子どもたちは一回り大きく成長してくれたのではないかと感じています。 

 

 終業式では、「あたりまえに生活できることの有難さ」について子どもたちに話をしました。 

今年の２学期の始まりは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、学校が臨時休校となり、3 週間の

オンライン学習をすることになりました。この間、学校へ来て友達と一緒に過ごすことができませんで

した。早く学校へ行きたい、友だちに会いたいと思っていた人もたくさんいたのではないでしょうか。今

まで「あたりまえ」と思っていた日常生活ができず、いろいろなところで制限されたことも多かったこと

と思います。 

私たちは、「朝ご飯が食べられる」「帰る家がある」「夜、夕食を済ませ風呂に入って眠る布団がある」

「学校へ行って授業を受けることができる」「修学旅行に行ける」「自然教室に行ける」「友達と遊ぶこと

ができる」など、日々穏やかに生活を送っていることを「あたりまえ」と感じ、「あたりまえ」に生活で

きることへの「有難さ」に気づかずにいたのではないでしょうか。「あたりまえ」の生活に感謝する気持

ちを忘れてしまっていなかったでしょうか。 

去年から今年にかけて、新型コロナウイルス感染症の拡大という非常事態の中で、今まで普通にでき

ていたことができなくなり、困難さを感じている子もいるかもしれません。一度ここで立ち止まり、自分

たちの生活を振り返り、感謝することの大切さを改めて感じて欲しいと思います。そして、感謝の気持ち

を表す言葉「ありがとう」の言葉を大切にして欲しいです。「ありがとう」という言葉で気持ちを伝える

と、相手にも喜んでもらえて自分もうれしくなります。仏教の言葉に「自利利他（じりりた）」という言

葉があるそうです。これは、自利…自分の幸せ、利他…他人の幸せ。ですから、自分の幸せがそのまま他

人の幸せとなり、他人の幸せがそのまま自分の幸せとなるということだそうです。 

来年も、まだまだ感染対策をしながらの日常生活になると思いますが、感謝の気持ち「ありがとう」を

伝え合い、お互いに気持ちよく過ごすことができるようにしていきましょう。 

よいお年をお迎えください。 

 

「図書カード」をいただきました・・・  
 日ごろからお世話になっています塩浜地区青少年健全育成委員会の皆様から、本校児童１９６名に

図書カードをいただきました。 

今年度も、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、いろいろな行事が中止とな

り、地域の皆様と子どもたちとがふれあう機会が失われてしまいました。とても、残念なことですが、

誰もが安心して暮らせるあたりまえの日常が戻ること、そして、子どもたちが健やかに成長してくれる

ことを願って、図書カードをいただきました。ありがとうございました。 

塩浜小 学校だより 

学校・家庭・地域をつなぐ 



「空気清浄機」をいただきました・・・  
磯津の（株）マル伊水産様から、空気清浄機(２台)をいただ

きました。 

新型コロナウイルス感染症の感染状況が落ち着き始めたと

ころに、新しく「オミクロン株」の市中感染が認められました。

これから、第６波の到来が心配されるところです。いただいた

空気清浄機は、すでに設置されている５・６年生の教室に続き、

３・４年生の教室で使わせていただこうと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

子どもとのベストな距離感を！ 
「子育て四訓」というものをお聞きになったことがありますか。これは山口県のある教育者の方が提

唱したもので、子育ての心得として知られています。 

     

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、少年期のお子さんは行動範囲も広がり、子どもだけの世界ができ始めます。仲のよい友達もで

き、友だちとのトラブルにも自分たちで対処しようとし始めます。このころに手を掴み続けていると

過干渉になって自立心が育たないこともあります。ただ、少年期はまだまだ子どもです。やることも考

えることもまだまだ幼いものです。だからこそ、しっかりと目だけは離さないでいてあげてください。 

 

 

 
 

 

 

～子育て四訓～ 

１ 乳児は、しっかり肌を離すな 

２ 幼児は、肌を離せ、手を離すな 

３ 少年は、手を放せ、目を離すな 

４ 青年は、目を離せ、心を離すな 

 

子育ての「四訓」とは、乳児期、幼児期、少年

期、青年期それぞれの発達段階で、親がどの程度

の距離感で接するのが理想的なのかを示したも

のだそうです。 

過干渉にならず、でも、必要なところではしっ

かりと支えていくという考え方なのだと思いま

す。個人差もありますが、小学生のお子さんには、

幼児期～少年期の距離感が参考になるのではな

いでしょうか。幼いお子さんは、肌(抱っこ)を離

し、お子さんの自立を促しつつも手だけは離さ

ず、いつも見守っているからと安心させてあげて

ください。 

 

★冬季休業中の土・日・祝祭日、12 月２８日（学校閉校日）12 月 2９日～1 月３日（年末・年始

休業）1月4日（学校閉校日）は、学校を閉じさせていただきます。 

ご用の方は、その他の平日の8：30～17：00に連絡をお願いします。 

なお、緊急に連絡が必要な場合は、下記へお願いします。 

  四日市市教育委員会 学校教育課  （TEL）３５４－８２５１ 

★塩浜児童館が、トイレ改修のため、１２月２５日～１月５日までお休みです。 

★３学期始業式は、１月１１日（火）です。     

          


